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チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善

が必要だと思われる点など
課題や改善すべき点

1
訪問支援に使用する場合の教具教材

は適切であるか。
〇

状況に応じて、児童が使用す

ると想定される教材（プリン

ト等）があれば、作成して持

参している

2
利用希望者に対して、職員の配置数

は適切であるか。
〇

各学校の対象児童は１名であ

り、スタッフ1名が交替で訪問

支援を行っている

3

業務改善を進めるためのPDCA サイ

クル(目標設定と振り返り)に、広く

職員が参画しているか。

〇
 職員全員で意見交換する場を

定期的に設け、問題点などを

話し合っている

4

保護者向け評価表により、保護者等

の意向等を把握する機会を設けてお

り、その内容を業務改善につなげて

いるか。

〇

年に一度の保護者による事業

所評価の他、課題が提案され

る度に、速やかに対策を講じ

ている

5

従業者の意見等を把握する機会を設

けており、その内容を業務改善につ

なげているか 。

〇

朝のミーティングや週に一度

の職員会議の場で支援員が様

子を報告し、意見等を把握し

て業務改善に繋げている

6
第三者による外部評価を行い、評価

結果を業務改善につなげているか。
〇

年度末に第三者委員による評

価を頂き、意見等を参考にし

ている

7

職員の資質の向上を図るために、研

修を受講する機会や法人内等で研修

を開催する機会が確保されている

か。

〇
年に４回の社内研修の他、積

極的に社外研修に参加しても

らっている

保育所等訪問支援に特化

した研修は見つけられて

いないが、機会があれば

参加したい

8

個々のこどもに対してアセスメント

を適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上

で、保育所等訪問支援計画を作成し

ているか。

〇

児発管や保育所等訪問支援計

画作成担当者を中心にアセス

メントを行い、支援会議で課

題等を分析して支援計画を作

成している
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9

保育所等訪問支援計画を作成する際

には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員

が共通理解の下で、こどもの最善の

利益を考慮した検討が行われている

か 。

〇

保育所等訪問支援員全員の共

通理解の下、児発管や支援計

画作成担当者が計画書を作成

した後、職員全体による支援

会議で協議・検討している

10

保育所等訪問支援計画を作成する際

には、訪問先施設の担当者等と連携

し、訪問先施設や担任等の意向を盛

り込んでいるか。

〇
各学校の担任と面談を行った

り、支援会議の場で意向を口

頭で確認したりしている

計画書更新時に学校担任

にアンケート調査を実施

するなど、より意向確認

を充実させたい

11

保育所等訪問支援計画が職員間に共

有され、計画に沿った支援が行われ

ているか 。

〇
訪問支援員は計画書作成に参

画し、計画に沿った支援に努

めている

12

こどもの適応行動の状況を、標準化

されたツールを用いたフォーマルな

アセスメントや、日々の行動観察な

ども含むインフォーマルなアセスメ

ントを使用する等により確認してい

るか。

〇 〇

標準化されたフォーマルなア

セスメントツールは取り入れ

ていないが、こどもの適応行

動や日々の行動について、独

自にアセスメントを行い記録

している

事業所に合ったフォーマ

ルなアセスメントツール

を探していきたい

13

保育所等訪問支援計画には、保育所

等訪問支援ガイドラインの「保育所

等訪問支援の具体的内容」も踏まえ

ながら、具体的な支援内容が設定さ

れているか。

〇

児童本人や家族への支援の

他、訪問先学校職員に対して

も学校の支援手法を尊重した

上で、助言等を行っている

訪問頻度や時間については保

護者や学校と協議して設定し

ている

14

保育所等訪問支援計画が職員間で共

有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。

〇 １１　に同じ

15

支援開始前には職員間で必ず打合せ

を行い、その日行われる支援の内容

や役割分担について確認し、チーム

で連携して支援を行っているか。

〇
各学校へ訪問する支援員は１

名であるため、事前打ち合わ

せや役割分担は行っていない

今後、複数名の支援員が

訪問する機会があれば打

ち合わせ等を徹底させた

い

16

支援終了後には、職員間で必ず打合

せを行い、その日行われた支援の振

り返りを行い､気付いた点等を共有し

ているか。

〇 〇

支援員間や児発管・管理者と

振り返りを行っている

報告書を作成し、全職員に回

覧している

全職員参加の打ち合わせ

は行っていない

17

保育所等訪問支援を実施する際、訪

問先の理念や支援手法を尊重して支

援を行っているか。

〇 〇
学校の支援手法を尊重し、訪

問員の役割を確認した上で、

支援を行っている

訪問先の理念の確認はし

ていない
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18

毎回の支援に関して、記録を取るこ

とを徹底し、支援の検証・改善に繋

げているか。

〇
毎回支援報告書を作成し、職

員間で検証し、改善につなげ

ている

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確

認やモニタリングを行い、保育所等

訪問支援計画の見直しの必要性を判

断し、適切な見直しを行っている

か。

〇

6ヶ月毎に、保護者、訪問先共

に、口頭で意向確認等をした

上で、計画の見直しを行って

いる

今後はアンケート（書

面）による聴き取りを実

施していきたい

20

障害児相談支援事業所のサービス担

当者会議や関係機関との会議に、そ

のこどもの状況をよく理解した者が

参画しているか。

〇

支援計画作成担当者が、相談

室を中心とした支援会議に参

加している

相談室を利用していない児童

に関しては、関係機関で会議

を行っている（コア事業所と

なっている）

21

地域の保健、医療（主治医や協力医

療機関等）、障害福祉、保育、教育

等の関係機関と連携して支援を行う

体制を整えているか。

〇
関係機関連携は重視して行っ

ている

22

就学時の移行の際には、小学校や特

別支援学校(小学部)との間で、支援

内容等の情報共有と相互理解を図っ

ているか。

〇 対象児童なし

23

質の向上を図るため、積極的に専門

家や専門機関等に助言を受けたり、

職員を外部研修に参加させている

か。

〇

児童発達支援センターや自閉

症・発達障がい支援センター

より助言を頂いたり、外部研

修には積極的に参加しても

らったりしている

24

(自立支援)協議会子こども部会や地

域の子ども・子育て会議等へ積極的

に参加しているか。

〇 積極的に参加している

25

日頃からこどもの状況を保護者と伝

え合い、こどもの発達の状況や課題

について共通理解を持っているか。

〇

連絡帳・SMS・対面（送迎時

など）で情報共有しており、

必要に応じて来所面談や電話

相談の機会を設けている
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26

家族の対応力の向上を図る観点か

ら、家族に対して家族支援プログラ

ム(ペアレント・トレーニング等)や

家族等の参加できる研修の機会や情

報提供等を行っているか。

〇 〇

相談支援担当職員を中心に、

ペアレントトレーニングの要

素を取り入れた個別の相談支

援を実施している

今年度はCAREプログラムの一

般向け（保護者向け）動画配

信情報の提供を行った

希望があれば、ペアレン

ティングトレーナー資格

取得職員によるフォーマ

ルなトレーニングの開催

を検討したい

家族等参加の研修会の実

施なども検討していきた

い

27
運営規程、利用者負担等について丁

寧な説明を行っているか。
〇

契約時に説明し、変更があれ

ば都度通知している

28

訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪

問支援の目的等について適切に説明

を行っているか。

〇
説明をし、理解を促した

支援計画書も共有している

29

保育所等訪問支援計画を作成する際

には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮

の観点を踏まえて、こどもや家族の

意向を確認する機会を設けているか

。

〇 〇

保護者に対しては、面談等で

意見・意向を確認し、職員が

協議した上で計画書を作成し

ている

一部の児童には直接意向

を確認している

今後は全児童との面談の

機会を設けていきたい

30

「保育所等訪問支援計画」を示しな

がら支援内容の説明を行い、保護者

から保育所等訪問支援計画の同意を

得ているか。

〇

児発管や支援計画作成担当者

が支援計画書の説明をしてい

る

計画書は保護者の意見を取り

入れて作成し、作成後に確認

して頂いている

31

定期的に、家族等からの子育ての悩

み等に対する相談に適切に応じ、必

要な助言と支援を行っているか。

〇

支援計画書更新時に、対面に

よる面談を行っている

希望があれば、その都度面談

の機会を設けている

普段でも、連絡帳・電話・

SMS等を利用するなど、気軽

に相談して頂いている

相談支援担当職員も配置して

いる

32

父母の会の活動を支援することや、

保護者会等を開催する等により、保

護者同士で交流する機会を設ける等

の支援をしているか。また、きょう

だい同士で交流する機械を設ける等

の支援をしているか。

〇

保護者から要望が寄せられた

時に、テーマを設定し、参加

希望者を募って保護者会を開

催している

今年度は一度行った
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33

こどもや保護者からの相談や申入れ

について、対応の体制を整備すると

ともに、こどもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速か

つ適切に対応しているか。

〇

相談や申し入れに対しては速

やかに対応し、面談等に結び

付けている

面談室も用意されている

34

定期的に通信等を発行することや、

HPやSNS等を活用することにより、

活動概要や連絡体制等の情報をこど

もや保護者に対して発信している

か。

〇 〇
会報は発行していないが、都

度連絡帳やメール等を通して

保護者へ伝えている

２月にHPをリニューアル

し、掲載内容を充実させ

たが、保育所等訪問の活

動概要は掲載していない

35
個人情報の取扱いに十分留意してい

るか。
〇

保護者・職員共に、契約時に

説明し、サインを頂いている

関係機関等と情報共有を行う

際は、必ず事前に保護者の許

可を頂いている

36

障害のあるこどもや保護者との意思

の疎通や情報伝達のための配慮をし

ているか。

〇

ジェスチャーや絵カード等を

活用するなど、言葉以外での

コミュニケーションを図るこ

とにも努めている

37

訪問支援に加え、訪問先からの相談

等に適切に応じる体制を整え、必要

な助言や支援を行っているか。

〇
訪問先からの相談には速やか

に応じる体制を整え、助言や

支援を行っている

38

保育所等訪問支援の実施後に、訪問

先施設とカンファレンスを行ってい

るか。

〇

学校の休み時間に情報共有は

行っているが、担任は授業対

応で多忙なため、カンファレ

ンスを行う時間的余裕はない

必要に応じて、別途時間

を設けてカンファレンス

を行っていきたい

39

保育所等訪問支援の実施後に、家族

等へ適切に支援内容等の共有を行っ

ているか。

〇

支援報告書を都度お渡しして

いる

対面や電話での報告も行って

いる

40
個人情報の取扱いに十分留意してい

るか。
〇

保護者・職員共に、契約時に

説明し、サインを頂いている

関係機関等と情報共有を行う

際は、必ず事前に保護者の許

可を頂いている

41

訪問先施設からの相談に適切に応

じ、信頼関係を築きながら、専門的

な助言を行っているか。

〇

環境の違いを理解し相手の立

場を尊重しつつ、当事業所で

の対応について伝達し、必要

に応じて助言を行っている
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42

事故防止マニュアル、緊急時対応マ

ニュアル、防犯マニュアル、感染症

対応マニュアル等を策定し、職員や

家族等に周知するとともに、発生を

想定した訓練を実施しているか。

〇

各マニュアルを作成・ファイ

ルして、いつでも閲覧できる

ようにしている

年３回（地震・火災・不審者

想定）の避難訓練を実施して

いる

43

安全計画を作成し、安全管理に必要

な研修や訓練、その他必要な措置を

講じる等、安全管理が十分された中

で支援が行われているか。

〇

今年度BCPを策定した

安全計画はBCPに組み込まれて

いる

毎回の避難訓練時に、職員間

で安全管理について確認を

行っている

備蓄品や防災リュックを定期

的に点検し、避難訓練も行っ

ている

44

ヒヤリハットを事業所内で共有し、

再発防止に向けた方策について検討

をしているか。

〇

事案発生後速やかに対象児童

の保護者へ報告し、対応方法

等について協議している

「事故予測」として、ヒヤリ

とする以前にも、考えられる

危険を予測して対策を講じて

いる

45

虐待を防止するため、職員の研修機

会を確保する等、適切な対応をして

いるか。

〇

年に１回、職員の虐待防止研

修を行っている

今年度より、毎回（年４回）

の職員研修内でも児童への対

応について振り返りを行って

いる

46

どのような場合にやむを得ず身体拘

束を行うかについて、組織的に決定

し、こどもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支

援計画に記載しているか。

〇

保護者には契約時にしっかり

と説明をし、職員間では研修

時等に確認をしている

支援計画書にも記載している

※今年度は虐待。身体拘束事

案は確認されなかった

非

常

時

等

の

対

応


